
〔保管及び取扱い上の注意〕
（1）本剤のついた手で、目など粘膜に触れな

いでください。
（2）高温をさけ、直射日光の当たらない湿気

の少ない涼しい所に密栓して保管してくだ
さい。

（3）小児の手の届かない所に保管してください。
（4）他の容器に入れ替えないでください（誤用

の原因になったり品質が変わります。）。
（5）使用期限を過ぎた製品は使用しないでくだ

さい。なお、使用期限内であっても一度開
封した後は、なるべく早くご使用ください。

（6）金属（メガネ、時計、アクセサリー等）、木材
（白木、床や家具等の塗装面等）、衣類など
に付着すると変質又は変色する場合がある
ので注意してください。

〔成分（100g中）〕
尿素20.0g、ジフェンヒドラミン1.0g、リドカ
イン2.0g、グリチルリチン酸二カリウム0.5g、
トコフェロール酢酸エステル0.5g
添加物として、ジメチルポリシロキサン、1,3-ブ
チレングリコール、グリセリン、硬化油、ミリス
チン酸イソプロピル、乳酸、水酸化Ｎａ、エデト
酸Ｎａ、パラベン、 -メントール、ヒアルロン酸Ｎａ、
カルボキシビニルポリマー、ペンタステアリン
酸デカグリセリル、ステアリン酸マクロゴール、
その他1成分を含有。

〔効能〕
かゆみを伴う乾燥性皮膚（成人・老人の乾皮症）
※小児（15歳未満）は使用できません。

ご使用に際して、この説明文書を必ずお読み
ください。また、必要な時に読めるよう大切
に保存してください。

〔用法・用量〕
1日数回、適量を患部に塗擦してください。
①使いはじめは、図のように、キャップを
手でおさえ、ノズルを持ち上げるように
左方向に回しながら、上げてください。
※逆方向に回すと、ノズルが上がらなく
なることがあります。ご注意ください。

②ノズルが上がったら、図のように、中身が
出るまで数回押してください。

副作用被害救済制度　電話：0120-149-931

フェルゼアDX20ローション

製造番号

使用期限

お問合せ先　電話：0120-813-752
受付時間　9：00～17：00（土、日、祝日を除く）

MADE IN JAPAN

２つのかゆみ止め成分配合 かゆみをすばやく止める

・炎症を鎮める成分＆血行を促進する成分配合
・我慢できないかゆい粉ふき肌にスーッと心地良い清涼感
・塗り広げやすいローションタイプ
・無香料、無着色

尿素は肌へ塗ったときにザラついたり、肌な
じみがよくない場合がありますが、フェルゼア
は、優れた技術で尿素を溶かし込んでいるた
め、ザラつきや肌なじみを改善し、なめらかな
肌ざわりで心地よくお使いいただけます。

使いやすい
ポンプタイプ

スムーズタッチ尿素製剤とは・・・

&

使用上の注意
してはいけないこと

相談すること

次の部位には使用しないでください
（１）目のまわり、粘膜等。
（２）引っかき傷等のきずぐち、亀裂（ひび割れ）

部位。
（３）かさぶたの様に皮膚がはがれているところ。
（４）炎症部位（ただれ・赤く腫れているところ）。

1．次の人は使用前に医師、薬剤師又は登録販売者
に相談してください
（１）医師の治療を受けている人。
（２）薬などによりアレルギー症状を起こしたこ

とがある人。
2．使用後、次の症状があらわれた場合は副作用の
可能性があるので、直ちに使用を中止し、この箱
を持って医師、薬剤師又は登録販売者に相談し
てください

3．2週間使用しても症状がよくならない場合は使
用を中止し、この箱を持って医師、薬剤師又は登
録販売者に相談してください

関係部位 症　状
発疹・発赤、かゆみ、刺激感（痛み、
熱感、ぴりぴり感）、はれ、かさぶた
の様に皮膚がはがれる状態　　　

皮　膚

（守らないと現在の症状が悪化したり、副作用
が起こりやすくなる）

第2類医薬品

〈用法・用量に関連する注意〉
（1）定められた用法・用量を守ってください。
（2）小児（15歳未満）には使用させないでください。
（3）目に入らないように注意してください。万一、目に入った場合には、

すぐに水又はぬるま湯で洗ってください。なお、症状が重い場合
には、眼科医の診療を受けてください。

（4）外用にのみ使用してください。
（5）化粧品ではありませんので、効能で定められた患部のみに使用し、

基礎化粧等の目的で顔面には使用しないでください。

ノズル

尿素が水分を
引き寄せる

古い角質がやわらかく
なって剥がれる

うるおいのある
本来のなめらかな肌に

尿素20%配合　尿素が保水し、硬くなった肌をやわらかく戻す

白く粉をふいた
カサカサかゆみ肌かゆみをくり返す乾燥肌

お風呂上がりや
寝る前にかゆくなる

乾燥性皮膚用薬

こんな症状に。「医薬品」で治す！

押してあける

尿素 水分〈イメージ図〉

配合

第2類医薬品


